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国際・国内共同研究によるスプリント走パフォーマンス診断システムの構築

事業概要

本事業では，国内外の優れた研究者とスポーツパフォーマンス研究センターを利用した国際・国内共同研究を行い，スプ
リント走パフォーマンスの診断システムを構築した．
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研究成果

1. 「ウェアラブルレジスタンスのスプリント走への影響」
Cronin JBほか (Auckland University of Technology, New Zealand; University of Barcelona, Spain; Victoria Univer
sity, Australia; Arizona State University, US)

2. 「スプリント走における力速度パワープロファイルに関する研究」
Morin JBほか (University of Nice, France; University of Savoie, France; Swansea University, UK; Auckland Unive
rsity of Technology, New Zealand; University of Pretoria, South Africa)

3. 「レジステッド，アシステッドスプリントの特徴」
Roland van den Tillaarほか (Nord University, Norway; King Juan Carlos University, Spain)

4. 「ハードル走の特徴解明」
長野明紀ほか（立命館大学）

5. 「スプリント走の機序解明に関する研究」
Girard O（University of Western Australia），小池関也（筑波大学），仰木裕嗣（慶應義塾大学），篠原康男（立命館
大学），宮代賢治（日本文化大学）

本事業では，スポーツパフォーマンス研究センターのフォースプレートシステムとモーションキャプチャシステムで，横
断的，縦断的にアスリートのスプリント走データを収集し（延べ200名程度），データベースを構築するとともに，スプリ
ント走パフォーマンスの診断システムを開発した．開発したシステムを利用して，アスリートの疾走パフォーマンス向上を
目指した．競技面の成果として，男子4*100リレーにおいて大学歴代最高記録（39.85）を樹立した．国内では，小池関也
（筑波大学），信岡沙希重（福岡大学），柳谷登志雄，宮本直和（順天堂大学），篠原康男（城西大学），長野明紀（立命
館大学），亀田麻依（国立スポーツ科学センター）などとの共同研究を行った．
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